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液状化地域の「i微動」的解釈：浦安地域におけるケーススタディ（２）
Geological Interpretation of a Liquefied Area by ’i-Bido’: A Case Study in Urayasu City,
Japan (2)
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2011.3.11東北地方太平洋沖地震で浦安高校に２本の長大地割れ（➀，➁）が発生した。この地域は，埋立プロセスか
ら《A》海面下土地，《B》海底浚渫土砂による埋立地《C》護岸周辺地帯という３地区に分類可能で、前述の地割れ➀は
《A》地区と《B》地区の境界に，➁地割れは《B》地区と《C》地区の境界に発生したと考えられる（岩本ほか, 2014）.
これらのことを踏まえ，地下地質の物性の把握とこれまでの線的な把握を面的に拡張することを目的として，《A》《B》

《C》の３地区に沖積地を加えた４地区で常時微動観測を行った．具体的には，微動観測の後，得られた H/V スペクトル
と地下地質との比較および解析を行った。常時微動観測では防災科学技術研究所の JU310微動計を用い，その計測,解析
には同研究所の「i 微動」システム（先名ほか，2011）を用いた．
この結果，明らかになったのは次のとおりである．（１）《A》《B》《C》全ての地区で 1Hz強にピークが認められる．こ

れは洪積層と沖積層のインピーダンス比によるピークと考えられ，沖積地および埋立地に共通する．（２）《B》地区（第
１期埋立地）では，4-5Hz前後にピークが認められ，典型的な埋立地の特徴を示す．ボーリング調査の結果を踏まえる
と，《B》地区に特徴的に分布する（Nd値０の海底浚渫土砂による）埋立地シルト層と沖積層とのインピーダンス比が関
係している点が重要である．（３）《A》《C》地区では，4-5Hz前後のピークは見られないか、不明瞭である場合が多く，
このピークを生じる両者のコントラストは認められない．ただ《C》では，護岸周辺の Nd値の高い物質の関与が推定さ
れる．一方、➀および➁地割れを挟む両側では，たった数メートルの距離でも，この 4-5Hz前後のピークが一方では認め
られ，他方では認められない．
以上から，「i 微動」による解析結果は，岩本ほか（2014）による埋立層の地質単元区分が地割れ生成史を解く上で不

可欠である点を，物理的な側面から裏づけた．このように，常時微動観測は，ボーリング結果との併用により地下地質
の物性把握と面的な拡張に非常に有用である．今後防災分野への利用に向けた積極的な展開を考えたい．
謝辞中山俊雄氏（NIED客員研究員）には，i 微動システムの利用にあたって大変お世話になった．ここに感謝申し上

げる．
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